


ス負域かる規allit分布してヽ るヽが、次〉Rバ卸蟻い1底tし、進tミミ全面ヽ 分ヽ布ぅる
りや、その'等、4 くヽ)ホ諄トコミつや議 したよぅにぇえる。

構ψlめレキtのコた0310鳴 っ筆静ミ尽微妙で、お暉ズ流略い鞠|フ歩レキt

へ動 急ヒヒて、一島ユのも鮮が動 れること31・ある。

し綬 ょ1～̀,lF/s,ネ均lSRl,2え～2.2i c凰,1ぐ6勾憩1/88～lん2ぼi｀複
考1めレキ■t経ス、都 蒟R嗅鰺在引|■ヽ秘4,する.

最量2.|‐311/s,平均水沢|.“～1・42tИ,水0勾砲と%1～%36う時く、複
lll秒レキ姓が推成されても,緯る|ミ網ギ撓還各、ミξる。

鯛状な路  単 ,1。複引めじキ堆ムЦぢ祝え■の)ゝ 恥゙Rヽ、―■、単
311ある。ヽ 歯ゞ5t型>レキ当ミか崎り載t'hπも.ヽЦう'爵LttLち3ヒ績田最漁陽Rξる。、
ネ」齢ミ場合、■゙ら中R"る 漁漫で′Йut.却 かり網状`紙 とミる。  画 3、細ムとうロユ汽砂峡堆dt与

縦条  二 蓮してtたれス砂決トヒリk唯にして、1るが、薫た薇だけをも成するハ晨珈ミ、) 量`7θヽ 13.44/S,手為R沢
2.67、■θZ cれ,'K鸞ヽ 配%マe～

1/6節であった。水颯くkヽく、,k慟η吼噸aく、乃σ動さQセの河六み妙

略ミリ壼盪ケitr」「ミい。飛ムの根股はたでも掃流力のよtn時 1群ヽ吼1でし載さ人もことがわかる。縦ふのFEI潟疇
拠城L卜 よ漱の2偽であり、らtん流の傷気がふ呟ぶれる。代ゅりに のヽわら退社は̀ Цである。

到  全働Rうロユ状めじキ堆が形成iЙttR験で、下漁飾9堀二げのも零でホ沢がktく るゞ魚Jtも誠ミ
れた。こ血は,1うか|ミ、う0コ沢ル)レキ堆つ葵γ,したtのである。
3洞粛彰毎(流期 主

河期 籠の生成遍猛と文も状吼ぅ級熙おミ

な永理量′ヽ 始議すると,rF拠模河床お態の

相懸 .図4oよう民ξる。

4、おわりlt

島曖えた"に の中‖喚)T粛知ヨく、

永下ユ子博tのやヽ tて、ヽい融)斜0格子象
な基欄 のょぅてめる。しかし、経Aと鎖
0権系 との間竜ミ未たひ R斗4Кtk

たと1よスλUヽ`。1、臨 うなLヤt楡颯

久b亀のこ分3紐 定である。実験■菫ねマ

渇入漫o違太■之臥ぅか民芍る薬攣がある。

員後に.慢し、ヽ力瘍沢協力して長れたム政
夫み鴫争与ιttL州 キ雄,ヤ島うり島

21ミ慇謝Ⅲ態t麹 る。
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